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■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から２次方程式，図形，平面ベクトル，確率に
ついて基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていましたが，いずれの問題についても知識が定着していなかったり，
計算ミスと思われる誤答が見受けられました。また，（３）の０≦θ≦πなど，問題文中
で与えられた条件はしっかりと使うようにしましょう。

■出題のねらい
　（１）　等差数列，階差数列に関する基本的な事項について問いました。
　（２）　２次関数とそのグラフに関する基本的な事項について問いました。

■採点講評
　（１）　空所 イ  は，完答できていない人が見受けられましたが，まずまずの出来でし

た。空所 ウ  では，直接和を求めることができます。
　（２）　空所 エ  ， カ  は，符号を間違えていた解答がありました。ケアレスミスに注

意してください。

■出題のねらい
　平面上の直角二等辺三角形を用いて，三角関数と微分法の応用について問いました。

■採点講評
　全体的に，できていた人とそうでない人が分かれた問題となりました。
　（１）　よくできていました。
　（２）　遠回りな導出の解答が目立ちました。線分の長さをθで表せば，容易に求まりま

す。
　（３）　微分の公式が適切に利用できなかったり，式の整理を間違えたりする誤答が見受

けられました。
　（４）　（３）が正答できた人はよくできていました。

■出題のねらい
　（１）は，等差数列と数列の和に関する基本的な計算。（２）は，指数関数・対数関数を
含む不等式について基本的な事項を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。記号・符号の記述ミスに気をつけて，要求されている内容

を正確に答えるようにしてください。
　（２）　概ねよくできていましたが，計算ミスによって差がつく問題でもありました。途

中の計算過程を省略せずに記述するなど，ミスが起こりにくい導出手順を身に付け
ましょう。

■出題のねらい
　サイバー攻撃に関する新聞の記事です。少し難しい英文でしたが，グラフを活用して，
適切に理解できるかを問いました。

■採点講評
　慣用表現に関する問題 １  ， ４  の正答率が低かったです。 １  で，“in response 
to” の組み合わせを知らなかったとしても“respond to” の用法から推測できたでしょ
う。 ４  は，“around-the-clock”を知らなかったとしても，４つのうち３つの選択肢
が同じ意味であることから導き出す，または，時計“clock”の周りを回るというイ
メージから推測することができたでしょう。比較的正答率が高かったのは，グラフから
読み取ることができる ５  でした。しかし，このような問題の正答率は，もっと高く
なることを予想していました。グラフや表，イラストなどを読み取って活用する練習を
しておきましょう。  ８  は40％台の正答率でした。

■出題のねらい
　オーストラリアで絶滅が危惧されている動物に関する英文です。最後まで読まないと
正答できない問題を出題しました。また，並べ替えの問題で，かなり高度な英語力を問
いました。

■採点講評
　 ９  は，辛抱強く解答を探して正答した人が40％以上いました。その一方で，並べ
替えは，関係代名詞を含む 11  ， 13  が特に難しかったようです。並べ替えの直前の
語だけでなく，直後の語にも注意しましょう。このことが，正答を導くために必要で
す。
　該当部分の正しい語の並び方は，次のようになります。
　１）　④blamed　①on　⑤humans　③who　②have over-hunted
　２）　⑤scientists　③set out to　②pinpoint　①the scope　④of the extinction
　３）　③which　⑤sailors　①brought to　④Australia　②on
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Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

■出題のねらい
　三角形の面積に関連して，３次関数の微分と関数値の増減に関する基本的な知識を問い
ました。

■採点講評
　（１），（２）はよくできていましたが，面積に対して負の値を解とするなど転記ミスや
計算ミスが散見されました。また， （３）は，多くの人が正しい方針で解いていましたが，
式変形でつまずいている解答が少なからずありました。直交する２直線に関する性質の使
い方，因数分解や平方根の扱い方など基本操作を組み合わせて利用できるように練習を積
んでおきましょう。（４）は苦労した人が多かったようです。根拠が不十分なために減点
せざるを得ない解答が複数ありました。一方で，三角形の面積について増減表を利用し，
極値を確認した人のほとんどが正答にたどりついていました。日頃から丁寧な導出を心掛
け，転記ミスや計算ミスが起こりにくい解答が作成できるようにしておくことが重要です。

Ⅴ

96



採
点
講
評

出
題
の
ね
ら
い
・

公募制推薦入試

公募制推薦入試

数学

英語

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から２次方程式，図形，平面ベクトル，確率に
ついて基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていましたが，いずれの問題についても知識が定着していなかったり，
計算ミスと思われる誤答が見受けられました。また，（３）の０≦θ≦πなど，問題文中
で与えられた条件はしっかりと使うようにしましょう。

■出題のねらい
　（１）　等差数列，階差数列に関する基本的な事項について問いました。
　（２）　２次関数とそのグラフに関する基本的な事項について問いました。

■採点講評
　（１）　空所 イ  は，完答できていない人が見受けられましたが，まずまずの出来でし

た。空所 ウ  では，直接和を求めることができます。
　（２）　空所 エ  ， カ  は，符号を間違えていた解答がありました。ケアレスミスに注

意してください。

■出題のねらい
　平面上の直角二等辺三角形を用いて，三角関数と微分法の応用について問いました。

■採点講評
　全体的に，できていた人とそうでない人が分かれた問題となりました。
　（１）　よくできていました。
　（２）　遠回りな導出の解答が目立ちました。線分の長さをθで表せば，容易に求まりま

す。
　（３）　微分の公式が適切に利用できなかったり，式の整理を間違えたりする誤答が見受

けられました。
　（４）　（３）が正答できた人はよくできていました。

■出題のねらい
　（１）は，等差数列と数列の和に関する基本的な計算。（２）は，指数関数・対数関数を
含む不等式について基本的な事項を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。記号・符号の記述ミスに気をつけて，要求されている内容

を正確に答えるようにしてください。
　（２）　概ねよくできていましたが，計算ミスによって差がつく問題でもありました。途

中の計算過程を省略せずに記述するなど，ミスが起こりにくい導出手順を身に付け
ましょう。

■出題のねらい
　サイバー攻撃に関する新聞の記事です。少し難しい英文でしたが，グラフを活用して，
適切に理解できるかを問いました。

■採点講評
　慣用表現に関する問題 １  ， ４  の正答率が低かったです。 １  で，“in response 
to” の組み合わせを知らなかったとしても“respond to” の用法から推測できたでしょ
う。 ４  は，“around-the-clock”を知らなかったとしても，４つのうち３つの選択肢
が同じ意味であることから導き出す，または，時計“clock”の周りを回るというイ
メージから推測することができたでしょう。比較的正答率が高かったのは，グラフから
読み取ることができる ５  でした。しかし，このような問題の正答率は，もっと高く
なることを予想していました。グラフや表，イラストなどを読み取って活用する練習を
しておきましょう。  ８  は40％台の正答率でした。

■出題のねらい
　オーストラリアで絶滅が危惧されている動物に関する英文です。最後まで読まないと
正答できない問題を出題しました。また，並べ替えの問題で，かなり高度な英語力を問
いました。

■採点講評
　 ９  は，辛抱強く解答を探して正答した人が40％以上いました。その一方で，並べ
替えは，関係代名詞を含む 11  ， 13  が特に難しかったようです。並べ替えの直前の
語だけでなく，直後の語にも注意しましょう。このことが，正答を導くために必要で
す。
　該当部分の正しい語の並び方は，次のようになります。
　１）　④blamed　①on　⑤humans　③who　②have over-hunted
　２）　⑤scientists　③set out to　②pinpoint　①the scope　④of the extinction
　３）　③which　⑤sailors　①brought to　④Australia　②on

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

■出題のねらい
　三角形の面積に関連して，３次関数の微分と関数値の増減に関する基本的な知識を問い
ました。

■採点講評
　（１），（２）はよくできていましたが，面積に対して負の値を解とするなど転記ミスや
計算ミスが散見されました。また， （３）は，多くの人が正しい方針で解いていましたが，
式変形でつまずいている解答が少なからずありました。直交する２直線に関する性質の使
い方，因数分解や平方根の扱い方など基本操作を組み合わせて利用できるように練習を積
んでおきましょう。（４）は苦労した人が多かったようです。根拠が不十分なために減点
せざるを得ない解答が複数ありました。一方で，三角形の面積について増減表を利用し，
極値を確認した人のほとんどが正答にたどりついていました。日頃から丁寧な導出を心掛
け，転記ミスや計算ミスが起こりにくい解答が作成できるようにしておくことが重要です。

Ⅴ

96



採
点
講
評

出
題
の
ね
ら
い
・

公募制推薦入試

公募制推薦入試

数学

英語

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から２次方程式，図形，平面ベクトル，確率に
ついて基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていましたが，いずれの問題についても知識が定着していなかったり，
計算ミスと思われる誤答が見受けられました。また，（３）の０≦θ≦πなど，問題文中
で与えられた条件はしっかりと使うようにしましょう。

■出題のねらい
　（１）　等差数列，階差数列に関する基本的な事項について問いました。
　（２）　２次関数とそのグラフに関する基本的な事項について問いました。

■採点講評
　（１）　空所 イ  は，完答できていない人が見受けられましたが，まずまずの出来でし

た。空所 ウ  では，直接和を求めることができます。
　（２）　空所 エ  ， カ  は，符号を間違えていた解答がありました。ケアレスミスに注

意してください。

■出題のねらい
　平面上の直角二等辺三角形を用いて，三角関数と微分法の応用について問いました。

■採点講評
　全体的に，できていた人とそうでない人が分かれた問題となりました。
　（１）　よくできていました。
　（２）　遠回りな導出の解答が目立ちました。線分の長さをθで表せば，容易に求まりま

す。
　（３）　微分の公式が適切に利用できなかったり，式の整理を間違えたりする誤答が見受

けられました。
　（４）　（３）が正答できた人はよくできていました。

■出題のねらい
　（１）は，等差数列と数列の和に関する基本的な計算。（２）は，指数関数・対数関数を
含む不等式について基本的な事項を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。記号・符号の記述ミスに気をつけて，要求されている内容

を正確に答えるようにしてください。
　（２）　概ねよくできていましたが，計算ミスによって差がつく問題でもありました。途

中の計算過程を省略せずに記述するなど，ミスが起こりにくい導出手順を身に付け
ましょう。

■出題のねらい
　サイバー攻撃に関する新聞の記事です。少し難しい英文でしたが，グラフを活用して，
適切に理解できるかを問いました。

■採点講評
　慣用表現に関する問題 １  ， ４  の正答率が低かったです。 １  で，“in response 
to” の組み合わせを知らなかったとしても“respond to” の用法から推測できたでしょ
う。 ４  は，“around-the-clock”を知らなかったとしても，４つのうち３つの選択肢
が同じ意味であることから導き出す，または，時計“clock”の周りを回るというイ
メージから推測することができたでしょう。比較的正答率が高かったのは，グラフから
読み取ることができる ５  でした。しかし，このような問題の正答率は，もっと高く
なることを予想していました。グラフや表，イラストなどを読み取って活用する練習を
しておきましょう。  ８  は40％台の正答率でした。

■出題のねらい
　オーストラリアで絶滅が危惧されている動物に関する英文です。最後まで読まないと
正答できない問題を出題しました。また，並べ替えの問題で，かなり高度な英語力を問
いました。

■採点講評
　 ９  は，辛抱強く解答を探して正答した人が40％以上いました。その一方で，並べ
替えは，関係代名詞を含む 11  ， 13  が特に難しかったようです。並べ替えの直前の
語だけでなく，直後の語にも注意しましょう。このことが，正答を導くために必要で
す。
　該当部分の正しい語の並び方は，次のようになります。
　１）　④blamed　①on　⑤humans　③who　②have over-hunted
　２）　⑤scientists　③set out to　②pinpoint　①the scope　④of the extinction
　３）　③which　⑤sailors　①brought to　④Australia　②on

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

■出題のねらい
　三角形の面積に関連して，３次関数の微分と関数値の増減に関する基本的な知識を問い
ました。

■採点講評
　（１），（２）はよくできていましたが，面積に対して負の値を解とするなど転記ミスや
計算ミスが散見されました。また， （３）は，多くの人が正しい方針で解いていましたが，
式変形でつまずいている解答が少なからずありました。直交する２直線に関する性質の使
い方，因数分解や平方根の扱い方など基本操作を組み合わせて利用できるように練習を積
んでおきましょう。（４）は苦労した人が多かったようです。根拠が不十分なために減点
せざるを得ない解答が複数ありました。一方で，三角形の面積について増減表を利用し，
極値を確認した人のほとんどが正答にたどりついていました。日頃から丁寧な導出を心掛
け，転記ミスや計算ミスが起こりにくい解答が作成できるようにしておくことが重要です。

Ⅴ

96


